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１.会期  平成２３年５月２８日（土） １６時００分～１６時４５分 

２.会場  KKR札幌医療センター 健康管理センター２階会議室 

３.会員総数  ７９２名（平成２３年５月１１日現在） 

４.出席会員数 ４６６名（うち委任状出席４５０名） 

 

審議事項、報告事項の各議案に関して、委任状による出席者を含め過半数を超えた会員より承認

を頂き成立しました。 

 

第１号議案 平成２２年度事業（平成 22年 11月～平成 23年 3月）および収支決算報告 

第２号議案 平成２２年度監査報告  

第３号議案 平成２３年度事業計画報告 

第４号議案 平成２３年度収支予算報告 

 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース 
No.99  

ホームページ  http://hcea.umin.ac.jp 

事務局へのお問い合わせは上記 HomePage お問い合わせフォームより  

 

総会の様子 
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財務委員会委員長 
 

萬田記念病院 柴田晴昭 

 

このたび財務委員会委員長に就任いたしまし

た、萬田記念病院の柴田と申します。 

会員数約 800 名の当会財務を担当するにあた

り、身の引きしまる思いです。業務の引継ぎについ

ては、公益化にともないシステムの変更などがあっ

たため思うように進んでおりませんが、山本常務理

事よりご指導いただき随時進めてまいりたいと思い

ます。 

財務委員会が担当している主な業務は、まず年

会費の徴収があります。毎年 2 月末に自動振替で

年会費が何百件と振り込まれます。その情報を帳

簿やデーターベースに入力し領収書の発行などを

おこないます。 

財務処理に関しては、税理士事務所と顧問契約

を結んでおり、3ヶ月毎に監査を受けて随時処理の

修正をおこなっています。 

財務報告についても 3ヶ月毎に会計計画の実施

状況や会費徴収状況を理事会に報告しておりま

す。また年度末には当年度の決算報告と次年度予

算計画の策定をおこないます。 

その他工学会やセミナーがある場合には会費の

徴収や経費の支払いなどをおこなっております。 

今後取り組まなければならない課題として、年会

費の未収問題があります。現状が続けば、予算が

思うように組めず、技士会の活動が制限され、会員

の皆様に不利益をこうむりかねません。年会費(前

納)を納めていない方がいらっしゃいましたら早め

の納付にご協力お願いいたします。また年会費自

動振替の利用率がまだ少ないので、納付し忘れの

ない自動振替の利用にご協力お願いいたします。 

謹啓 

 

早春の候、皆様方には益々のご清祥のこととお喜

び申し上げます。 

 さて、旭川市大雪クリスタルホールにて第 3 回北

海道手術医学研究会学術集会を 2011年 8月 6日

（土）に開催することとなりました。本研究会は、北

海道内の医療従事者の学習・意見交換の場として

研究会が発足し第 3 回を向かえました。プログラム

の通り各先生方のご講演を賜り充実な会となって

おります。 

つきましては、ご多忙のところ是非、ご参加下さい

ます様お願い申し上げます。 

 

平成 23年 5月 吉日  

謹白 

 

記 

 

開催日 2011年 8月 6日（土）12:30～16:30 

開催場所 旭川市クリスタルホール 大会議室 

（旭川市神楽 3条 7丁目）  

 

 

第 3回北海道手術医学研究会  

代表世話人 平田 哲  

 （旭川医科大学病院手術部長） 
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平成２３年度４月～平成２３年６月までの理事

会において以下の報告・協議がされました。 

 

・ 平成23年度事業計画・予算の決定 

・ 北海道医療技術者団体連絡協議会への

参加 

・ 各養成校入学式へ参加 

・ 日本臨床工学技士会総会への参加 

・ 東北地方太平洋沖地震支援活動として、

訪問診療用（パルスオキシメーター、血圧

計、など）物資を支援 

・ 平成23年度総会開催 

・ 土濃塚理事の理事退任 

我々公益社団法人北海道臨床工学技士会で

は、公益事業の一環として施設担当者様へ自動

体外式除細動器（以下ＡＥＤ）に対する日常点検

啓発活動を推進しております。 心停止をきたした

患者への救命には、「迅速な通報」、「迅速な心肺

蘇生」、「迅速な除細動」、「二次救命処置」の“救

命の連鎖”といわれる４つの各輪がうまく組み合わ

さって連続して機能することが大切といわれてお

り、ＡＥＤは「迅速な除細動」という重要な救急蘇生

の要素を担っております。  

その効果はスポーツ施設、イベント会場などで

の救命実績として報道等なされておりますが、反

面、ここ数年『ＡＥＤが作動しなかった』という事故

事例が見られるようになりました。これらの事故によ

りＡＥＤの日常点検実施の重要性が示唆され、平

成２１年４月１６日付けで「自動体外式除細動器（Ａ

ＥＤ）の適切な管理等の実施について（注意喚起

及び関係団体への周知依頼）」*1通知がなされ、管

理不備による性能を発揮できない等の重大な問題

が発生する事のないよう、ＡＥＤ設置者がなすべき

管理手順について指針が出されました。  

しかしその一年後、平成２２年５月７日にも「自動

体外式除細動器（ＡＥＤ）の適切な管理等の周知

等について（依頼）」*2 という同様な内容の周知依

頼がなされた事からも、ＡＥＤの管理についての周

知が未だ途上にあると考えられます。 このような

情勢の中、生命維持管理装置の操作及び保守管

理を業とする国家資格である臨床工学技士の道

内での職能団体である当会では、一般施設に配

備されているＡＥＤが常時動作可能状態を維持す

る手助けができないかと考え、本活動を開始いた

しました。 

 

*1) 医政発第 0416001号・薬食発第 0416001号厚生労働省

医政局長・医薬食品局長 

*2) 医政指発 0507第 3号・薬食安発 0507第 2号 

当会の公益事業推進委員会で作成した「Ａ

ＥＤ日常点検啓蒙パンフレット」の表紙です。

パンフレットはホームページよりダウンロードで

きます。 
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（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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このコーナーは、平成 22 年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、本年 3 月に北海道ハイテクノロジー専門学校を卒業し、現在旭川医科大学病院にて勤

務中の山口紗希さんです。 

旭川医科大学病院 

山口 紗希 

（北海道ハイテクノロジー専門学校 卒業） 

 

 

今年３月に北海道ハイテクノロジー専門学校 

臨床工学技士学科を卒業し、４月より臨床工学

技士として旭川医科大学病院に勤務している山

口紗希です。 

旭川医科大学病院では多くの業務があります

が、今は血液浄化業務と機器管理業務に携わっ

ています。 

 実際に勤務すると、わからないことが多く、学生

の時に勉強したことよりさらに深い知識が必要と

なっています。先のことを考え、行動していくこと

やコミュニケーションの大切さを実感しました。 

血液浄化業務では、様々な病態の患者様が

いることから、コミュニケーションを図り、体調の変

化などを把握することで、少しの変化でも気付くこ

とが大切だと感じています。しかし、それはなかな

か難しく、考えることが多いのですが、医療従事 

者として一番大切なことだと思います。これから

も、多くの患者様と接し、コミュニケーションを図る

ことで、信頼関係を築けるように努力していきたい

と思います。 

機器管理業務では点検一つ一つに意味があ

り、ただ点検するだけでなく、意味を理解し点検

しなければなりません。そうしなければ、安全な医

療機器を提供することができないと実感していま

す。そのため、これからも様々な所に目を向けて

点検を行っていきたいと思います。 

臨床工学技士として勤務して２カ月がたち、少

しずつ業務にも慣れてきましたが、まだまだ戸惑

うことも多くあります。一つ一つの業務を理解し、

先々を考えた行動ができるようにしていきたいと

思います。 

血液浄化業務や機器管理業務でも、まだまだ

学習し、理解していかなければならないことが多

く、これからもっと多くの業務に携わっていくた

め、何事も自分から向上心を持ち、学んでいきた

いと考えています。技術面では先輩方から教わ

ったことを何度も復習し、先輩方の技術を吸収し

ていきたいと思っています。 

これからも多くのことを学び、患者様や他の医

療従事者の方々とコミュニケーションを図り、皆様

に信頼される技士になるよう努力していきたいと

思います。 
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◆RMニュース◆ 
 
＜血液透析で事故、男性死亡  

沖縄県の病院が謝罪＞ 

 沖縄県の病院は９日、１月に県内の７０代男性に

血液透析用のカテーテルを挿入する際、男性が

死亡する医療事故があったと発表した。同病院は

事故調査委員会を設置し、原因究明と再発防止

に努めるとしている。 

同病院によると１月下旬、慢性腎炎の患者に血

液透析をするため、首の静脈から心臓近くの血管

までカテーテルを挿入する途中、血管を損傷して

胸の内側で出血。血圧が急激に下がり輸血や緊

急開胸手術などの救命処置をしたが、出血から約

２時間後に死亡した。 

損傷したのは鎖骨近くの血管とみられ、死因は

出血性ショックの可能性が高いという。遺族には既

に経過を説明し、謝罪したという。 

同病院の院長は９日記者会見し「亡くなられた

本人、家族に対し、心よりおわび申し上げる」と謝

罪した。 

（2011年 2月 9日 共同通信社） 

＜バルブ操作、自力不可能＞ 

７日午後２時頃、帯広市の病院の精神科病棟７

階の病室で、入院していた音更町の女性患者（５

９）の呼吸器のバルブが閉じているのを看護師が

見つけた。女性は心肺停止状態で集中治療室に

運ばれたが、８日午前６時５０分頃、低酸素脳症で

死亡が確認された。 

７日の午後０時４５分頃に看護師が女性患者に

酸素マスクを装着。その後病室を離れ、２時１０分

頃に戻ってくるとバルブが閉じていたという。 

道警によると、呼吸器の酸素流量を調節するバ

ルブは壁の約１．５ｍの高さに設置されており、ベ

ッドから約１ｍ離れている。「ベッドから身を乗り出

さない限り届かない」場所で、病院側は「女性は１

人では起き上がれず、自分でバルブに触れる事は

できないと思う」と話していることから、事件・事故の

両方から調査している。 

（2011年 3月 10日 毎日新聞社） 

＜停電で痰吸引装置が使えず、 

入院患者８人が死亡＞ 

 岩手県釜石市の病院で、11 日の巨大地震に伴

い起きた停電で痰の吸引装置が使えなくなり、70

～90 代の入院患者 8 人が肺炎などを悪化させ死

亡した。 

 病院によると、入院していた約 140 人の患者の

内、半数ほどが定期的な痰の吸引が必要な患者

で、電動の吸引装置を使用していた。停電後、医

師や看護師が手動で吸引して回ったが、8 人は気

管支に痰が入って誤嚥性肺炎を起こすなどして、

16日までに死亡した。 

（2011年 3月 18日 共同通信社） 

＜チューブのずれ発見できず 

 福岡県の病院の死亡医療事故＞ 

  福岡県の病院は１３日、２０１０年９月に入院患

者の補助人工心臓のチューブが外れて大量出血

し、翌月死亡した医療事故で、少なくとも２カ月前

から血液ポンプとチューブのつなぎ目がずれてい

たのに、発見できなかったことが事故につながった

とする調査委員会の報告書を発表した。 

 報告書によると、チューブのずれは想定されてお

らず、日常的な点検項目にも入っていなかったと

いう。チューブが長期の使用で硬くなり、外れやす

くなっていた可能性も指摘した。 

 患者は５０代で心臓弁膜症のため０９年５月に入

院した。血液ポンプからチューブを通して体内に

血液を送る補助人工心臓を装着。昨年９月、チュ

ーブが外れ大量に出血して意識不明の状態で発

見され、同年１０月に多臓器不全で死亡した。 

 病院側は調査委員会を設置し、原因を調べてい

た。今月１２日に患者の遺族に説明し謝罪したとい

う。 

（2011年 4月 14日：共同通信社） 
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****************************************** 

2011年 7月 10日（日） 

「2011年ドレーゲルアカデミー」 

会場 ホテルさっぽろ芸文館  

札幌市中央区北１条西 12丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/（リンク参照） 

****************************************** 

2011年 8月 6日（土） 

「第 3 回北海道手術医学研究会」 

会場 旭川市クリスタルホール 大会議室 

旭川市神楽3条7丁目 

****************************************** 

2011年 8月 21日（日） 

「第2回北海道呼吸療法セミナー」 

会場 北大学術交流会館 

札幌市中央区北 8条西 5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2011年 9月 18日（日） 

「第6回医療安全セミナー」 

会場 北大学術交流会館 

札幌市中央区北 8条西 5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2011年 11月 5日（土）～6日（日） 

「第2回卒後教育セミナー」 

会場 準備中 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2011年 12月 4日（日） 

「第 22回 北海道臨床工学会」 

会場 北大学術交流会館 

札幌市中央区北 8条西 5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の webサイトをご覧ください。 

＜呼吸器停止は停電が原因  

山形の女性死亡で厚労省＞ 

厚生労働省は９日、東日本大震災の７日夜の余

震で、人工呼吸器を付けていた山形県尾花沢市

の女性患者（63）が死亡したのは、停電に伴い呼

吸器が停止したためだった可能性があるとの見解

を示した。 

 女性は電気が必要ない酸素ボンベも併用してい

たが、停電時に切り替えていなかった。厚労省は、

山形県警による検視結果を待ち、医療機器を使用

する在宅患者への対策を決めたいとしている。 

 厚労省は９日、都道府県に対し、人工呼吸器を

使っている在宅患者の現状を保健所などを通じて

再確認することや、医療機器メーカーと協力して

呼吸器の内蔵バッテリーの有無や持続時間などの

確認を急ぐよう求めた。 

（2011年 4月 11日：共同通信社） 

****************************************** 

2011年 7月 3日（日） 

「第 5回 血液浄化セミナー」 

会場 札幌医療科学専門学校 講堂 

札幌市中央区南 4条西 11丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 
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